
１

名
古
屋
工
業
大
学
に
お
け
る

　
　
　
　
知
的
財
産
権
の
技
術
を
活
用
し
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
創
出
の
取
組
み

は
じ
め
に

佐
藤
　
久
美
／
矢
野
　
卓
真

　
近
年
、
政
府
が
掲
げ
る
成
長
戦
略
に
お
い
て
、
先
端
技
術
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
が
強
く
押
し

出
さ
れ
て
お
り
、
［
知
］
が
集
積
さ
れ
る
大
学
の
先
進
的
な
研
究
成
果
を
活
用
し
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
登

場
に
対
し
て
も
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
日
本
の
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
で
有
名
な
の
は
東
京
大

学
の
研
究
成
果
を
活
用
し
た
バ
イ
オ
ペ
ン
チ
ャ
ー
の
フ
ヘ
プ
チ
ド
リ
ー
ム
」
で
あ
る
。
二
〇
一
九
年
九
月
現

在
、
ペ
プ
チ
ド
リ
ー
ム
の
時
価
総
額
は
六
五
〇
〇
億
円
を
超
え
て
お
り
、
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
代
表
的
な

成
功
例
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
れ
ら
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
い
て
競
争
優
位
性
を
確
保
す
る
の

に
重
要
に
な
る
の
が
、
「
特
許
」
で
あ
る
。
特
許
を
取
得
す
る
こ
と
で
、
他
社
か
ら
の
模
倣
を
防
ぐ
こ
と
が
可

198



ia:影　，ﾝ○○分　20m　Z'Jli　2012　'iびじ　2034　203,5

　･－●＝･s口才，一･･s●アメリカ

2S0S　分,ぼ拓　2ひr7

　　　図１大学のライセンス収入の推移の日米比較

出所：第32回国立大学法人共同研究センター等教員会議
基調講演配布資料

能
と
な
る
。
大
企
業
は
儲
か
る
と
分
か
っ
た
事
業
に
対
し
て
は
大

き
な
資
金
を
投
入
し
、
一
気
に
シ
ェ
ア
を
取
り
に
い
く
こ
と
が
出

来
る
た
め
、
資
金
力
に
劣
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
で
は
太
刀
打
ち
で

き
な
い
。
そ
こ
で
特
許
で
参
入
障
壁
を
築
き
、
大
企
業
と
の
競
争

に
巻
き
込
ま
れ
ず
に
事
業
を
拡
大
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
特
許
を
取
得
し
て
い
る
こ
と
で
、
大
企
業
を
含
む
他
社
か
ら
協

業
・
共
同
研
究
の
オ
フ
ァ
ー
や
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
の
可
能
性
も
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
特
許
は
規
模
の
小
さ
な
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
大

企
業
と
対
等
に
渡
り
合
う
た
め
の
武
器
に
も
な
り
得
る
。

　
日
本
経
済
新
聞
等
の
記
事
に
よ
る
と
、
名
古
屋
工
業
大
学
は

。
研
究
者
一
人
当
た
り
の
知
的
財
産
等
の
収
入
額
″
が
第
七
位
、

″
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
設
立
件
数
″
で
一
九
位
で
あ
り
、
日
本

の
大
学
で
は
上
位
に
位
置
し
て
い
る
。
し
か
し
、
図
１
に
示
す
と

お
り
、
米
国
の
大
学
と
比
較
す
る
と
、
日
本
の
大
学
の
ラ
イ
セ
ン

ス
収
入
は
桁
違
い
に
少
な
い
。
つ
ま
り
日
本
の
大
学
で
は
知
的
財
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産
の
産
業
へ
の
利
用
は
あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い
と
言
え
る
。
今
後
、
我
が
国
を
支
え
る
よ
う
な
新
産
業
を
創

出
す
る
た
め
に
も
、
大
学
知
財
の
よ
う
な
革
新
性
に
富
ん
だ
技
術
を
活
用
し
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
創
出
・

育
成
し
、
大
き
な
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
を
生
み
、
そ
れ
が
大
学
や
企
業
で
の
新
た
な
技
術
革
新
へ
と
繋
が
る

エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
急
務
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
大
学
が
保
有
す
る
知
的
財
産
の
活
用
を
増
加
さ
せ
る
に
は
、
企
業
側
に
対
し
て
、
そ
の
技
術
が
ど
の
よ
う

な
製
品
に
繋
が
る
か
応
用
例
を
示
す
必
要
か
お
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
本
学
の
知
的
財
産
を
活
用
し
た
産
業

応
用
を
促
進
さ
せ
る
た
め
に
、
産
学
官
金
連
携
機
構
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
創
出
に
関
す
る
取
組
み
に
つ
い
て
述
べ

る
。

２
　
産
学
官
金
連
携
機
構
の
人
財
育
成
や
知
財
活
用
の
取
組
み
に
つ
い
て

　
名
古
屋
工
業
大
学
産
学
官
金
連
携
機
構
で
は
こ
れ
ま
で
平
成
二
八
年
度
か
ら
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金

（
内
閣
府
）
や
令
和
元
年
度
に
新
設
し
た
産
学
連
携
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
活
用
し
、
社
会
人
を
対
象
に
し
た

新
規
事
業
創
造
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
も
の
づ
く
り
企
業
が
将
来
に
渡
っ
て
勝

ち
進
ん
で
い
く
た
め
に
、
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
思
考
に
基
づ
い
て
新
規
事
業
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
き
、
事

200



業
戦
略
を
立
案
す
る
こ
と
目
指
し
て
い
る
。
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は
産
学
官
金
連
携
機
構
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
も
参
加
し
、
新
規
事
業
開
拓
へ
の
思
考
プ
ロ
セ
ス
を
企
業
の
技
術
部
門
・
営
業
部
門
の
人
材
と
一
緒

に
産
学
官
金
連
携
機
構
に
所
属
す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
（
Ｃ
Ｄ
）
も
習
得
し
て
い
る
。
Ｃ
Ｄ
が
習
得
し
た
ス

キ
ル
を
活
用
し
、
本
学
の
知
的
財
産
を
ペ
ー
ス
と
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
（
社
会
実
装
の
ス
ト
ー
リ
ー
）
を

企
業
へ
提
案
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
知
的
財
産
収
入
や
大
型
共
同
研
究
の
増
加
に
繋
が
る
可
能
性
か
お
る
。

そ
こ
で
我
々
は
大
学
知
財
の
活
用
お
よ
び
価
値
向
上
を
目
指
し
て
、
Ｃ
Ｄ
と
起
業
同
好
会
「
Ｎ
ａ
Ｓ
Ｈ
」
の

学
生
で
合
同
チ
ー
ム
を
形
成
し
、
習
得
し
た
ス
キ
ル
で
ピ
ッ
チ
＝
ン
テ
ス
ト
に
挑
戦
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

実
施
し
た
。

　
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
工
業
所
有
権
協
力
セ
ン
タ
ー
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）
平
成
三
〇
年
度
大
学
知
財
活
動
助
成
事

業
″
中
小
企
業
・
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
を
対
象
と
し
た
知
財
活
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
知
財
塾
」
″
を
活
用
し
て

実
施
し
た
。
こ
の
知
財
塾
で
は
知
財
課
題
を
抱
え
る
東
海
三
県
の
中
堅
・
中
小
企
業
に
対
し
知
財
経
営
強
化

支
援
の
互
学
互
習
の
場
で
あ
り
、
当
該
企
業
群
の
持
つ
社
会
ニ
ー
ズ
視
点
と
、
大
学
保
有
の
知
財
を
ベ
ス
ト

ミ
ッ
ク
ス
し
て
大
学
知
財
の
活
用
促
進
お
よ
び
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
創
立
を
目
指
す
場
で
あ
る
。
産

学
官
金
連
携
機
構
の
ス
タ
ッ
フ
が
事
業
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
的
見
地
か
ら
大
学
知
財
を
発
掘
し
、
こ
の
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
の
場
で
、
知
財
紹
介
ツ
ー
ル
（
図
２
）
や
教
員
に
よ
る
技
術
の
説
明
、
実
験
設
備
の
見
学
会
も
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図２知財を分かりやす＜紹介する

゛名工大テクノロジーチャンネル､、

実
施
し
た
。
さ
ら
に
見
学
会
後
に
フ
リ
ー
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
し
、
本

学
保
有
の
知
財
を
参
加
企
業
群
の
社
会
ニ
ー
ズ
視
点
に
晒
す
こ
と
で
、
当
該
知

財
が
目
指
す
方
向
性
を
検
証
し
、
起
業
テ
ー
マ
（
ピ
ッ
チ
コ
ン
テ
ス
ト
の
テ
ー

マ
）
と
し
て
選
定
し
た
。
今
回
選
出
し
た
テ
ー
マ
は
『
フ
ナ
ム
シ
の
生
体
模
倣

技
術
』
で
あ
る
。
フ
ナ
ム
シ
の
脚
部
構
造
を
模
倣
し
、
対
象
物
に
加
工
す
る
こ

と
で
、
対
象
物
の
表
面
の
水
を
極
め
て
『
迅
速
』
に
『
無
動
力
』
で
移
動
さ
せ

る
技
術
で
あ
る
（
図
３
）
。
当
初
、
こ
の
技
術
を
活
用
し
、
結
露
に
な
る
前
に
水

膜
に
す
る
こ
と
で
対
象
物
に
防
１
　
機
能
を
付
与
可
能
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
と
考
え
た
。
そ
し
て
技
術
移
転
担
当
の
佐
藤
Ｃ
Ｄ
を
中
心
に
ア
ン
ト
レ
プ
レ

ナ
ー
候
補
学
生
と
の
混
成
チ
ー
ム
『
デ
フ
ォ
ガ
』
を
立
ち
上
げ
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ

ラ
ン
作
成
を
実
施
し
、
ピ
ッ
チ
コ
ン
テ
ス
ト
に
挑
戦
し
た
。

３
　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
が
提
案
し
た
コ
ア
フ
ォ
ガ
」
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
と
プ
ラ
ン
作
成
の
コ
ツ

今
回
、
挑
戦
し
た
ピ
ッ
チ
コ
ン
テ
ス
ト
「
未
来
苫
忌
」
（
企
画
・
運
営
一
日
本
総
合
研
究
所
）
は
、
ビ
ジ
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ネ
ス
プ
ラ
ン
ピ
ッ
チ
イ
ベ
ン
ト
を
目
的
と
す
る
と
と
も
に
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
、
起
業
家
お
よ
び
そ
の
予
備

軍
に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
ー
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
い
、
専
門
家
に
よ
る
メ
ン
タ
リ
ン
グ
（
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
作
成
・
事
業
開
発
に
向
け
た
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
支
援
等
）
の
実
施
を
行

ユニークな凹凸構造の直路デザイン

　　　ｏ結露になる前に水韻にする

參無動力で、液体に鍛肉桂を持たせ移動させる

⇒結露勿Sたまる場所から、結露を移赫

図３フナムシのユニークな脚部構造と機能

う
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
っ
て
い
る
。

　
一
次
審
査
（
書
類
選
考
）
　
↓
　
集
合
研
修
　
↓
　
グ
ル
ー
プ
メ
ン
タ

リ
ン
グ
・
講
義
　
↓
　
プ
レ
ゼ
ン
研
修
　
↓
　
二
次
審
査
会
　
↓
　
個
別

メ
ン
タ
リ
ン
グ
　
↓
　
最
終
審
査
　
と
い
う
流
れ
に
な
り
、
メ
ン
ク
リ
ン

グ
、
プ
レ
ゼ
ン
研
修
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、
二
次
審
査
会
で
の
デ
フ
ォ
ガ

の
プ
レ
ゼ
ン
内
容
は
申
請
時
と
は
、
か
な
り
違
っ
た
プ
ラ
ン
と
な
っ
た
。

　
申
請
時
は
、
本
技
術
で
曇
ら
な
い
ガ
ラ
ス
を
作
れ
る
技
術
、
と
い
う

視
点
か
ら
、
自
動
車
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
と
い
う
大
き
い
市
場
を
目
指
し
て

い
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
設
立
と
し
て
い
た
。
こ
れ
は
、
大
学
の
技
術
移
転
で
は

よ
く
あ
る
、
市
場
の
大
き
い
と
こ
ろ
、
多
く
の
企
業
が
取
り
組
ん
で
い
る

分
野
へ
市
場
を
見
出
す
、
と
い
う
考
え
か
ら
で
あ
る
。

　
技
術
移
転
先
企
業
の
探
し
方
と
し
て
、
先
行
文
献
調
査
に
よ
り
把
握
し
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た
競
合
他
社
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
な
ど
に
な
り
、
現
在
の
技
術
の
代
替
と
い
う
観
点
で
探
す
こ
と
が
多

く
、
ニ
ッ
チ
分
野
よ
り
、
市
場
の
大
き
い
分
野
か
ら
技
術
移
転
先
を
探
す
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

　
け
じ
め
の
集
合
研
修
で
は
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
は
「
誰
が
聞
い
て
も
よ
い
ア
イ
デ
ィ
ア
」
で
は
な
く
、
「
九

九
％
の
人
か
ら
見
た
ら
ｕ
ｎ
ｓ
ｅ
ｘ
ｙ
で
も
、
実
は
Ｓ
ぶ
な
ア
イ
デ
ィ
ア
い
‥
‥
ク
レ
イ
ジ
ー
な
ア
イ
デ
ィ
ア
」
を
探
し

続
け
る
こ
と
が
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
成
功
の
道
で
あ
る
こ
と
を
叩
き
込
ま
れ
た
。
誰
が
聞
い
て
も
良
い
ア
イ
デ
ィ

ア
は
、
他
の
企
業
も
検
討
し
て
お
り
、
市
場
が
競
合
だ
ら
け
で
あ
り
、
そ
れ
で
は
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
は
負
け

て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
は
大
き
な
市
場
に
飛
び
込
ま
ず
、
注
目
さ
れ
て
い
な
い

限
定
的
な
市
場
で
圧
倒
的
な
シ
ェ
ア
を
取
る
ほ
う
が
ハ
ー
ド
ル
も
低
く
、
シ
ェ
ア
を
独
占
し
や
す
い
と
考
え

る
。
　
我
々
の
申
請
時
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
は
シ
ー
ス
発
信
で
あ
り
、
そ
れ
に
加
え
て
大
き
な
市
場
を
求
め
す
ぎ

て
お
り
、
我
々
の
競
合
に
な
る
技
術
が
た
く
さ
ん
存
在
し
た
。
そ
の
た
め
、
こ
の
デ
フ
ォ
ガ
の
技
術
で
な
け

れ
ば
解
決
で
き
な
い
ペ
イ
ン
で
は
な
い
か
、
と
い
う
点
を
メ
ン
タ
ー
か
ら
指
摘
を
受
け
た
。
デ
フ
ォ
ガ
の
技

術
は
面
白
い
技
術
で
あ
る
か
ら
、
「
こ
の
技
術
で
な
く
て
は
解
決
で
き
な
い
ペ
イ
ン
を
探
し
て
み
よ
」
と
い

う
の
が
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
中
の
我
々
の
最
大
の
課
題
と
な
っ
た
。

　
水
膜
を
作
れ
る
か
ら
防
曇
と
い
う
の
は
、
本
技
術
の
特
徴
を
使
っ
た
活
用
で
も
あ
る
が
、
水
膜
を
作
れ
る
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技
術
で
あ
れ
ば
、
別
の
技
術
で
も
超
親
水
性
の
表
面
を
作
る
こ
と
が
で
き
、
競
合
に
な
る
技
術
が
多
い
た
め
、

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
で
扱
う
分
野
で
は
な
い
。
こ
の
技
術
で
競
合
が
な
い
別
の
特
徴
を
見
つ
け
る
た
め
、
技
術

を
再
考
し
、
『
液
体
の
輸
送
方
向
に
指
向
性
を
持
た
せ
る
こ
と
が
で
き
る
』
と
い
う
技
術
特
徴
を
見
出
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
技
術
的
特
徴
よ
り
、
そ
の
後
は
メ
ン
タ
ー
の
方
に
指
導
を
受
け
な
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図４　ビジネスプランに基づ《用途開発

が
ら
、
液
体
を
移
動
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で
解
決
で
き
る
ペ
イ
ン

を
探
し
続
け
た
。
そ
し
て
、
こ
の
技
術
は
、
結
露
が
た
ま
る
場
所
か
ら
、

結
露
（
水
分
）
を
移
動
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
結
露
が
た
ま
っ
て

困
っ
て
い
る
場
所
に
活
用
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
『
す
な
わ
ち
結
露
が

た
ま
っ
て
い
る
場
所
が
ペ
イ
ン
で
あ
る
』
と
い
う
考
え
に
た
ど
り
着
い
た
。

防
曇
技
術
で
ガ
ラ
ス
市
場
を
狙
い
、
『
ガ
ラ
ス
メ
ー
カ
ー
へ
の
特
許
ラ
イ

セ
ン
ス
で
収
入
を
得
る
』
と
申
請
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
か
ら
、
メ
ン
タ
ー

の
指
導
を
受
け
、
結
露
を
解
決
す
る
用
途
先
を
見
出
し
、
小
さ
く
て
、
作

成
の
技
術
的
ハ
ー
ド
ル
が
低
い
も
の
か
ら
、
大
面
積
化
・
素
材
展
開
を
広

げ
て
い
く
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
に
な
っ
た
（
図
４
）
。

　
も
と
も
と
、
大
学
の
技
術
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
で
は
な
く
、
プ
ロ
ダ
ク
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ト
ア
ウ
ト
型
が
多
く
、
大
学
知
財
の
ラ
イ
セ
ン
ス
活
動
は
、
そ
の
技
術
を
探
し
て
い
る
会
社
を
見
つ
け
出
し
、

共
同
研
究
を
し
、
ラ
イ
セ
ン
ス
ま
で
結
び
付
け
る
、
と
い
う
流
れ
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
回
メ
ン
タ
ー
の
方

に
指
導
い
た
だ
き
な
が
ら
取
り
組
ん
だ
こ
と
は
、
真
逆
で
、
ど
ん
な
ペ
イ
ン
を
解
決
す
る
こ
と
を
目
指
す
ベ

ン
チ
ャ
ー
企
業
を
作
る
の
か
、
そ
の
ペ
イ
ン
は
今
ど
ん
な
方
法
で
解
決
さ
れ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
は
、
こ
の

技
術
で
な
く
て
は
解
決
で
き
な
い
こ
と
な
の
か
、
ほ
か
に
そ
の
ペ
イ
ン
が
解
決
で
き
る
方
法
か
お
る
な
ら
ば
、

ぼ
か
の
技
術
を
使
っ
て
ペ
イ
ン
を
解
決
す
れ
ば
よ
い
、
と
い
う
技
術
起
点
で
は
な
く
、
ペ
イ
ン
起
点
の
思
考

で
あ
っ
た
。
こ
の
技
術
だ
か
ら
こ
そ
ペ
イ
ン
が
解
決
で
き
る
、
そ
し
て
そ
の
解
決
に
は
、
競
合
と
な
り
え
る

技
術
が
な
く
、
代
替
で
は
な
い
技
術
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
技
術
移
転
と
ベ
ン
チ
ャ
ー
と
で
は
、
視
点
の
違
う

と
こ
ろ
か
ら
技
術
シ
ー
ス
に
向
き
合
う
こ
と
が
キ
ー
で
あ
り
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
作
成
の
コ

ツ
で
あ
る
こ
と
を
学
ん
だ
。

４
　
さ
い
ご
に

　
今
回
、
名
古
屋
工
業
大
学
産
学
官
金
連
携
機
構
で
は
、
中
小
企
業
と
の
「
知
財
塾
」
や
ピ
ッ
チ
コ
ン
テ
ス

ト
「
未
来
回
忌
」
を
社
会
ニ
ー
ズ
視
点
か
ら
の
大
学
知
財
の
評
価
の
場
と
し
て
捉
え
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
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実
施
し
た
。
ピ
ッ
チ
コ
ン
テ
ス
ト
挑
戦
の
過
程
で
、
社
会
ニ
ー
ズ
か
ら
の
多
く
の
批
判
に
晒
さ
れ
る
こ
と
は
、

大
学
研
究
者
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
に
は
経
験
が
無
く
、
大
学
側
に
と
っ
て
は
試
練
で
あ
る
と
同
時
に
、
大
き

な
飛
躍
の
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
っ
た
と
考
え
る
。
選
考
過
程
で
得
ら
れ
る
情
報
は
、
起
業
後
の
耐
性
を
高
め
、

確
度
の
高
い
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
設
立
が
可
能
と
な
る
と
考
え
る
。
た
と
え
起
業
が
出
来
な
く
と
も
、
選

考
過
程
で
ア
プ
ロ
ー
チ
の
有
っ
た
企
業
と
の
好
条
件
で
の
共
同
研
究
等
の
産
学
連
携
に
繋
が
る
可
能
性
も
あ

る
。
　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
と
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
候
補
の
学
生
と
の
混
成
チ
ー
ム
で
挑
ん
だ
今
回
の
デ
フ
ォ
ガ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
結
果
は
「
未
来
２
０
１
９
１
で
「
部
門
別
最
優
秀
賞
」
、
［
企
業
賞
‥
三
井
化
学
材
料
×
情
報
に

よ
る
価
値
創
造
賞
］
、
「
ｍ
Ｇ
Ａ
Ｐ
グ
ラ
ン
ト
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
」
の
三
冠
を
獲
得
し
、
大
成
功
を
収
め
た
（
図

５
）
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
取
り
上
げ
た
産
業
の
最
上
流
に
位
置
す
る
素
材
分
野
は
、
そ
の
優
れ
た
性
能
を
ど

の
よ
う
に
社
会
実
装
す
る
か
が
難
し
く
、
研
究
開
始
当
初
は
不
明
確
で
あ
る
た
め
、
そ
の
技
術
が
普
及
す
る

ま
で
に
は
時
間
か
掛
か
る
。
こ
れ
は
企
業
が
投
資
に
踏
み
切
れ
な
い
要
因
の
一
つ
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

ピ
ッ
チ
コ
ン
テ
ス
ト
で
産
学
官
金
連
携
機
構
が
不
完
全
な
が
ら
も
一
つ
の
社
会
実
装
ス
ト
ー
リ
ー
を
示
し
た

こ
と
は
、
多
く
の
企
業
や
投
資
家
か
ら
社
会
ニ
ー
ズ
を
得
た
だ
け
で
な
く
、
大
学
が
保
有
す
る
特
許
の
有
効

性
や
魅
力
に
つ
い
て
も
広
く
様
々
な
企
業
へ
示
す
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
る
。
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図５受賞したデフォガのメンバー

　
こ
の
よ
う
に
名
古
屋
工
業
大
学
産
学
官
金
連
携
機
構
は
一
般
的
な

産
学
連
携
活
動
に
加
え
て
、
中
堅
・
中
小
企
業
を
含
む
民
間
企
業
と

の
事
業
共
創
や
学
生
を
対
象
に
し
た
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
教
育
に
も

力
を
入
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
培
っ
た
ス
キ
ル
を
活
か
し
て
、
大
学
が

保
有
す
る
知
財
に
、
社
会
実
装
案
（
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
）
を
併
せ
て

示
す
こ
と
で
、
ピ
ッ
チ
コ
ン
テ
ス
ト
で
好
成
績
を
収
め
る
こ
と
が
で

き
た
。
こ
の
結
果
が
新
聞
等
の
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と

も
あ
り
、
多
く
の
メ
ー
カ
ー
や
商
社
か
ら
連
携
の
打
診
を
受
け
る
こ

と
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
今
回
の
結
果
は
企
業
か
ら
大
学
等
へ
の

投
資
（
共
同
研
究
や
ラ
イ
セ
ン
ス
ア
ウ
ト
を
含
む
）
を
呼
び
込
む
可

能
性
が
高
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
ｙ
」
と
が
ら
、
本
手
法
は
知
的
財
産

活
用
促
進
の
有
効
な
ル
ー
ト
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
今
後
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
行
っ
た
手
法
を
一
つ
の
シ
ス
テ
ム
を
し
て
確
立
し
て
い
く
計
画
で
あ
る
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
化
け
大
学
が
保
有
す
る
知
財
に
と
っ
て
継
続
的
有
効
性
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
で

磨
か
れ
た
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
に
よ
っ
て
魅
力
的
な
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
創
出
に
繋
が
る
と
期
待
で
き
る
。
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　　　Action to Create the Venture Company

that Utilizes the Technique of Intellectual Property

　　Rights in でNagoya Instituteof Technology

　The　industrial　implementation　of　research　achievements

of universities　is　critical　importance　for national　innovation

system.　The Organization for Co-Creation Research and Social

Contributions challenged ａ startup business contest with the aim

of creating a venture company that uses university intellectual

property. We tried to turn technology into new value and build a

business plan for it.In this paper. we describe the efforts to improve

the value of university intellectual property.
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